
今後の地域経済の見通しを踏まえ、固定資産税など一部の市税において増収が見込まれるものの、今後の地域経済の見通しを踏まえ、固定資産税など一部の市税において増収が見込まれるものの、
国の定額減税実施の影響により、市税全体では令和５年度から２億円余減の215億円余を計上しまし国の定額減税実施の影響により、市税全体では令和５年度から２億円余減の215億円余を計上しまし
た。また、市債は、前年度と比較して８億６千万円減の30億円余としました。た。また、市債は、前年度と比較して８億６千万円減の30億円余としました。
なお、地方交付税、臨時財政対策債を含めた一般財源総額については、前年度と同程度を確保できなお、地方交付税、臨時財政対策債を含めた一般財源総額については、前年度と同程度を確保でき
る見通しです。る見通しです。
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市債現在高（見込み）…1,010億円

◎市債の年度末現在高見込額
区　　分 令和６年度末 令和５年度末

一般会計 627億   643万円 663億1,298万円

特別会計 7,447万円  1億   905万円

企業会計 382億3,302万円 397億7,065万円

合　　計 1,010億1,392万円 1,061億9,268万円

国庫支出金
82億5,204万円（11.6％）

市税
215億7,505万円（30.3％）

地方交付税
150億5,000万円（21.1％）

市債
30億4,690万円（4.3％）

県支出金
44億2,539万円（6.2％）

地方消費税交付金　
40億円（5.6％）

その他
20億   659万円（2.8％）

（  地方譲与税や地方特例
交付金など）

その他
61億3,528万円（8.6％）

（  施設の使用料や各種証明書
発行手数料など）

歳 入
712億

9,000万円

依存財源※2　51.6％

自主財源※1　48.4％

諸収入
67億9,874万円（9.5％）

学校や道路などの公共施設を整備するときに、市の借
金にあたる市債を活用しています。財政負担を複数の
年度に分けることにより、計画的な財政運営を行うこ
とができます。

基金現在高（見込み） ……224億円

◎基金の年度末現在高見込額
区　　分 令和６年度末 令和５年度末

財政調整基金 22億8,381万円 32億8,381万円

減債基金 36億   278万円 46億9,600万円

特定目的基金 115億2,056万円 118億9,031万円

その他の基金 27億5,061万円 30億8,450万円

定額運用基金 22億   526万円 22億   526万円

合　　計 223億6,302万円 251億5,989万円

災害など不測の事態や将来の大きな事業、借入金の返
済などのために、市の貯金ともいえる基金を積み立て
ています。また、積み立てた基金を事業実施のために
有効に活用しています。

※１　自主財源とは、市税、使用料など市が自主的に得られる財源
※２　依存財源とは、地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準によって定められた額が交付される財源

一般会計　713億円（前年度比0.1％減）　　
令和６年度一般会計の歳入歳出予算総額は、物価高騰による経常経費が増加した一方で、令和５年度におい令和６年度一般会計の歳入歳出予算総額は、物価高騰による経常経費が増加した一方で、令和５年度におい
て、国の補正予算の活用により教育施設などの整備を前倒しで実施することなどから、前年度と比較して0.1％、て、国の補正予算の活用により教育施設などの整備を前倒しで実施することなどから、前年度と比較して0.1％、
６千万円減の712億９千万円となりました。６千万円減の712億９千万円となりました。
また、多様化、高度化する行財政需要に的確に対応するとともに、行財政改革の推進と持続可能な財政構造のまた、多様化、高度化する行財政需要に的確に対応するとともに、行財政改革の推進と持続可能な財政構造の
確立を見据えた予算編成に努めました。確立を見据えた予算編成に努めました。

【市税の主な内訳】
固定資産税 96億8,800万円
個人市民税 74億3,000万円
法人市民税 16億2,300万円
都市計画税 11億   400万円
市たばこ税 10億4,800万円
軽自動車税 5億8,200万円
入湯税 3,205万円
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　財政課　☎23・5113

教育費
57億6,575万円（8.1％）

（子どもたちの教育などのために）

令和６年度は、「第二次上田市総合計画・後期まちづくり計画」の４年目となり、目指すべき将来都市像とし
て掲げた「ひと笑顔あふれ 輝く未来につながる健（康）幸（福）都市」を前に進めるため、「SDGs（持続可能な開発
目標）」達成に向けた視点も踏まえつつ、子育てや健康づくりなど、重点分野を定め、優先的に予算配分を行
いました（重点分野ごとの特徴的な事業は次のページに掲載しています）。
目的別では、前年度より民生費が７億３千万円余、総務費が３億３千万円余増えた一方で、教育費は中学校
改築事業を令和５年度に前倒ししたことなどにより９億５千万円余減りました。
性質別では、前年度より人件費が10億３千万円余、扶助費が３億７千万円余増えた一方で、普通建設事業費
等が14億９千万円余、貸付金が２億９千万円余減りました。

歳出

歳出
712億

9,000万円

民生費
 251億9,628万円

（35.3％）
（福祉や子育て

  事業のために）

総務費
79億5,844万円

（11.2％）
（ 市の全般的な

  事務のために）

土木費
93億1,191万円

（13.1％）
（ 道路や河川などの

整備のために）

商工費
55億2,661万円（7.8％）

（商工観光の振興のために）

衛生費
49億2,152万円（6.9％）

（ごみ処理や健康づくり
などのために）

公債費
68億6,827万円（9.6％）

（借りたお金の返済のために）

消防費
20億9,975万円（3.0％）

（救急・消防のために）

農林水産業費
29億5,409万円（4.1％）

（農業・林業の振興のために）

目的別

その他
6億8,739万円（0.9％）

（議会費、労働費、予備費）性質別

性　質 令和６年度予算額 構成比

義
務
的
経
費

 人件費 135億5,900万円 19.0%

 扶助費 125億7,835万円 17.7%

 公債費 68億6,827万円 9.6%
投
資
的
経
費

普通建設
事業費等 48億9,209万円 6.9%

そ
の
他
経
費

 補助費等 132億7,431万円 18.6%

 物件費 87億   361万円 12.2%

 貸付金 58億5,290万円 8.2%

 繰出金 43億4,807万円 6.1%

 その他 12億1,340万円 1.7%

合　　計 712億9,000万円 100.0%

会　計　名 当初予算額 増減率（％）

産婦人科病院事業 廃止 　-

水道事業 51億7,956万円 △ 3.0

公共下水道事業 119億2,758万円 17.3

農業集落排水事業 24億6,497万円 7.9

企業会計 合計 195億7,211万円 8.0

◎令和６年度企業会計予算一覧

企業会計とは、料金や使用料などの収入によって運営される
会計です。全体では、8.0％、14億４千万余増えました。これは、
公共下水道事業において、長寿命化・ストックマネジメント
事業費などが増加したことが主な理由です。
なお、産婦人科病院事業は、令和５年度をもって廃止となり
ました。

企業会計　196億円

会　計　名 当初予算額 増減率（％）

土地取得事業 4億円 0

国民健康保険事業　　　　　 149億9,215万円 △0.5

後期高齢者医療事業 25億9,342万円 12.9

介護保険事業　　　　　　 165億9,915万円 △0.3

駐車場事業　　　　　　 1億2,615万円 19.7

武石診療所事業　　 1億1,621万円 4.2

特別会計 合計 348億2,708万円 0.6

◎令和６年度特別会計予算一覧

特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を
明確にするために一般会計と分けて整理する会計です。
全体では、0.6％、１億９千万円余増えました。これは、後
期高齢者医療事業において、被保険者の増加に伴う保険料等
負担金が増額となったことが主な理由です。

特別会計　348億円
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令和６年度当初予算

財政課　☎23・5113

こども・子育てにやさしい
まちづくりの推進 

人生100年時代を見据えた
健康づくりの推進

GX（グリーントランスフォーメーション）・
DX（デジタルトランスフォーメーション）
の推進

その他特徴的な事業

☎23・5113

 民間保育所助成事業
（新  民間保育所等施設整備事業補助金） …… 1億   760万円
（新  乳児保育士加配支援事業補助金） ……………2,995万円
病児・病後児保育施設整備事業補助金……3,826万円
小学校管理運営事業………………………… 637万円

（西内小統合に伴うスクールバス運行）

子ども・子育て支援事業計画策定事業…… 330万円
青少年育成事業……………………………… 195万円

（地域におけるこどもまんなか社会学習事業）

学校給食負担軽減事業………………………5,182万円
第五中学校改築事業…………………………5,027万円
産後ケア事業………………………………… 668万円
福祉医療費給付事業…………………… 9億3,050万円
出産祝金給付事業……………………………2,300万円

大手門まちかどテラス整備事業……………2,150万円
霊園整備事業（合葬式墓地整備） ……………… 475万円
中心市街地活性化活動支援事業負担金…… 200万円
上田城下町エリアビジョン策定事業……… 200万円
平和祈念事業…………………………………… 78万円
櫓復元推進事業………………………………1,292万円
まちなかキャンパス運営事業……………… 800万円
上田地域シェアサイクル事業……………… 800万円
中心市街地活性化出店支援事業補助金…… 450万円

公的病院再編成補助金……………………………1億円
（鹿教湯病院、三才山病院）

地域医療介護総合確保基金事業……………4,245万円
地域生活支援事業

（新  重症心身障害児・者施設等運営補助金）      … 600万円
（新  医療的ケア児等災害対応サポート事業） …… 120万円
国民スポーツ大会推進事業（準備委員会負担金）250万円
上田古戦場公園テニスコート整備事業…2億8,650万円
上田図書館管理運営事業……………………2,404万円

（移動図書館やまびこ号更新）

健康幸せづくりプロジェクト事業…………1,153万円

重点分野の特徴的な事業 新 は新規事業　　充 は充実させた事業

新

新

新

新

充

充

充

新

新

新

充

充

充

安全・安心なまちづくりの推進

空家等対策計画策定事業……………………1,676万円
新参町線自転車通行空間整備事業………… 600万円
里山整備事業交付金………………………… 300万円
犯罪被害者等見舞金及び日常生活支援給付金 150万円
除雪オペレーター育成支援事業………………  20万円
緊急自然災害防止対策事業…………… 9億8,940万円
インフラ長寿命化修繕事業…………… 8億9,000万円
緊急浚渫推進事業……………………………9,200万円
防災対策事業…………………………………6,005万円
消防団車両等整備更新事業…………………4,530万円
環境保全・防災減災等森林整備事業………1,906万円
ブロック塀等除去事業補助金……………… 150万円

新

新

新

新

新

充

充

充

充

充

充

充

地域デジタル化推進事業……………………2,444万円
（地域コミュニティアプリ導入）

地域脱炭素移行推進事業……………………1,000万円
（地域エネルギー会社出資金）

市民ICT支援センター整備事業 ……… 1億3,182万円
有機物リサイクル施設整備関連事業………7,962万円
LED化推進事業 ………………………………7,760万円

（小学校等教育施設など）

新

新

充

充

充

新

新

新

新

新

充

充

充

充
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制度改正に伴い
65歳以上の介護保険料を改定します
市では、令和６～８年度までの「第９期上田市高齢者福祉総合計画」を策定し、令和６年度からの
介護保険制度改正を反映させるとともに、65歳以上の介護保険料を改定します。

❶   訪問介護（ホームヘルプサービス）や通所介護（デイサービス）など、
介護保険サービスを利用したときの利用者負担額が変わります

❷ 介護保険料の年額が変わります

❸ 福祉用具の一部について利用方法が選択制に変わります

❹ 介護保険施設利用時の居住費などの利用者負担額が変わります

※第１～３段階の（ ）内は、低所得者保険料軽減事業における軽減後の金額です。
※ 年金から納付する方に通知書（４・６・８月の年金から納付する、前々年中の所得などを基準にした仮徴収分）を送付（４月上旬）します。

年金から納付する方の10月以降の金額（前年中の所得などを基準にした本徴収分）と、口座振替または納付書で納付する方の金額は、
介護保険料の年額決定後（７月）にお知らせします。

基準となる第５段階の介護保険料を据え置きとし、その他の段階で介護保険料が変わります。

「第９期上田市高齢者福祉総合計画」の内容と今後の施策、今年度からの介護保険制度改正などをお伝えします。
最寄りの会場でご参加ください。

❶５月７日㈫／塩田公民館　　　　　　　　　　　 ❷５月８日㈬／中央公民館
❸５月10日㈮／丸子ふれあいステーション３階　　❹５月14日㈫／武石地域総合センター
❺５月16日㈭／真田地域自治センター

段階 対象者（所得区分） 保険料（年額）

１

世帯全員が市町村民税非課税 本人の前年の合計所得
金額と課税年金収入の
金額

生活保護受給、老齢福祉年金受給
32,600円（20,600円）

80万円以下

２ 80万円を超え120万円以下 41,800円（27,700円）

３ 120万円を超える 49,200円（48,900円）

４ 本人が市町村民税非課税で、同一
世帯に市町村民税課税者がいる

80万円以下 63,700円

５ 80万円を超える 70,800円

６

本人が市町村民税課税 前年の合計所得金額

120万円未満 85,000円

７ 120万円以上210万円未満 92,000円

８ 210万円以上320万円未満 106,200円

９ 320万円以上420万円未満 120,400円

10 420万円以上520万円未満 134,500円

11 520万円以上620万円未満 148,700円

12 620万円以上720万円未満 162,800円

13 720万円以上 184,100円

　高齢者介護課　☎23・6246

市ホームページ

介護保険制度の主な改正内容

65歳以上の方の介護保険料（令和６～８年度）

“高齢者福祉総合計画住民説明会”を開催します

期日／場所（時間はいずれも 19：00～20：30）
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